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南極昭和基地におけるPANSYと連携したオゾンゾンデ・エアロゾルゾ
ンデ・水蒸気ゾンデ同時観測

Proposal of balloon-borne ozone, water vapor, and aerosol measurements
coordinated with PANSY at Syowa Station
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冬季極域の上部対流圏・下部成層圏（Upper Troposphere and Lower Stratosphere; UTLS）領域
は、中緯度域や夏季極域とは大きく異なる温度構造と物質分布を示す。特に、冬季南極域での対
流圏界面逆転層（Tropopause Inversion Layer; TIL）の消失は、成層圏‐対流圏大気交換過程に
大きな影響を及ぼしている可能性がある。南極昭和基地における各種ゾンデ（オゾンゾンデ、水
蒸気ゾンデ、エアロゾルゾンデ）を用いた高鉛直分解能同時観測とPANSYレーダーを用いた3次
元風速の高鉛直・時間分解能観測により、極域UTLS領域の温度構造と物質分布、および力学過
程を調べ、TILの消失が成層圏‐対流圏大気交換過程へ与える影響を定量的に評価するととも
に、TILの形成・消失メカニズムを明らかにする。さらに、極渦、およびsubvortex領域における
中高緯度間大気交換が南極オゾンホールの時間発展に及ぼす影響を調べる。これらの研究を通じ
て、南極オゾンホールを含む極域気候変動の理解と将来予測の精度向上に寄与する。
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